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財務報告に係る内部統制の開示すべき重要な不備に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成 27 年３月期の内部統制報告書に開示すべき重要な不備があり、当社の財務報告

に係る内部統制は有効でない旨を記載しましたので、以下のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．開示すべき不備の内容 

当社は、下記に記載した財務報告に係る内部統制の不備は、財務報告に重要な影響を及ぼ

す可能性が高く、開示すべき重要な不備に該当すると判断いたしました。 

(1) 決算・財務報告プロセスにおける内部統制の不備 

平成 26年 12月に取締役管理部長が辞任により退任し、平成 27 年 2月に経理課長が退

職し、平成 27 年 3 月には、従前より在職していた経理課の社員 4名全員が退職したこと

により、連結財務諸表等に必要な書類の作成に遅れが生じ、承認手続きが不十分であった

ため、誤りを社内で発見することができず、監査人より会計処理及び連結財務諸表等開示

に関する多数の誤りの指摘を受けました。 

(2) 見積り及び経営者による予測を伴う重要な勘定科目に係る業務プロセスにおける内部

統制の不備 

ソフトウェアの開発予定の見積りの実施過程が不十分であったこと、時価のない株式の

評価に関する検討が不十分であったこと、繰延税金資産の回収可能性の検討に際し、経営

者による会計上の見積りの実施過程が不十分であったことに関して、監査人の指摘を受け

ました。 

 

２．連結会計年度末日までに是正できなかった理由 

当連結会計年度末日までに是正できなかった理由は、以下のとおりであります。 

(1) 決算・財務報告プロセスにおける内部統制の不備 

適正な財務報告の作成に必要かつ十分な専門知識を有した人材が不足したため、必要な

人材の確保に努めましたが、これを補うことができず、当連結会計年度末日までに適切な

体制を整備することができなかったためであります。 

(2) 見積り及び経営者による予測を伴う重要な勘定科目に係る業務プロセスにおける内部

統制の不備 

適正な見積りを行うために必要かつ十分な専門知識を有した人材が不足したことと、経

営者による予測に必要な会計基準の理解と認識が不足していたことによりますが、当連結

会計年度末日までにこれを補うことができず、適切な体制を整備することができなかった

ためであります。 

 

  

  



３．開示すべき重要な不備の是正方針 

当社は、財務報告に係る内部統制の整備・運用の重要性を強く認識しており、重要な不備

を是正するために必要なスキルのある人員の補充・確保、教育によるスキルの向上を図ると

ともに、相互チェック体制を強化し、翌連結会計年度においては、適正な内部統制を整備・

運用する方針であります。 

 

４．連結財務諸表及び財務諸表に与える影響 

上記開示すべき重要な不備に起因する必要な修正事項は、平成 27 年３月期の全て連結財

務諸表及び財務諸表に反映させており、連結財務諸表及び財務諸表に与える影響はありませ

ん。 

 

５．財務諸表の監査報告における監査意見 

無限定適正意見であります。 

 

以 上 

 

 

 

 


